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198 液　　盤　　の　　星
も苦しむ所である．師ちエネルギーの獲生が温度や密度に無關係なりεは
考ヘナこくないが，ρT一％の加き法則に從ふεすれば如何に蓬、多少嚢生高
が多過ぎ，少くSも全べての星が脈動を初めはせぬかご云ふ氣念がある．
でこの不安を避けるナこめには，牧縮のGに及ぼす影響は躍に自嚢的に崩
壊する原子核を準備するに止まり・實際にこれがためにエネルギー謹生に
塘加を見るのは敷ケ月乃日歯年後であるミでも考へねばならなくなる．
　以上大まかな記述によっても明かな様に・EddiDgtonは極めて高温な星
の内部では物質は全べて高度にイオン化せるが故に・白金よりも筒大きい
準均密度を持つた倭星も亦完全瓦斯の法則に從ふミ假定して，観測の事實
に適ふ多くの結果を導き，且力學的に安定なる二丁を示す（1）式より，星
が無限に牧縮して終はない爲には，星の内部に登生されるエ2i　？Lギーの割
合は温度及び密度に左右される筈だミ云ひ，一一方JeaDSはこ0）主張に満足
せす，種種の立場から，蓮に星のエネルギーの獲生率は物質の温度や密度
には無關係な事を論正せんE試み，併せて星の内部は液歌であらうミの結
論に及んだ．併しJeanSの議論の基調をなす，星の安定度の研究には多
少非難の旧地あり，容易にその結論に組する事は出來ないが，Eddingtonの
論説にしても，その前提ナこり結果たる物質の性質は嘗て地球上で實験によ
り謹明された領域を超越して居るから，一方には尤な論程に進んでも他方
には按難いディレンマに陥って，未だ一一・般の天文學者の賛成を得難ないの
は一品の事であらう．（竹田）
一’twpt
琴座流星群留る
　毎年の例の如く，四月20日前後には有名なご芒座流星群が現はれる．今
年は20日が丁度新月に當ってみるから，此の流星群の見える4－5日の間は
月の光に観測の妨げられるこεが殆んε無く，誠に好都合である．讃者諸
氏の奮って此の流星観測に参如せられんこεを望む．
　「琴座涼星群」ε言tS　C，，實はこ三座ξヘルクレス座この境界線に近い
あtりに輻射黙のある流星群であって，可なり昔しから認められ，殊に18
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03年には大流星雨NSなって現はれたものである．其の後，近年に至るまで
は大して大きな出現が無かったけれS“，1923年からは又々流星の藪が増し
て來た．（此の流星群については本誌前山小二二の論文を見られよ．）
　此の流星群の最も多く現はれるのは四月21日の夜であるけれε，勿論其
の前後2－3日の間にも多少は出現するのであるし，衙ほ今までに諸國で観
測されたレコードεしては，四月10日頃から同27日頃まで見えたこざもあ
る．此の流星群の輻射鮎は日一一日ミ移動するらしいε思はれるが，此の鮎
に關しては未だ今日までの観測が不充分である．將來の観測者の努力に待
つ次第である．
　下戸には適當な星野が必要であるが，今までの例で見るミ，「簡易星圖」
な♂ありあはせのものを用みる人が多い．しかし之れは好くない．本會事
務所で流星專用の星囲を希望者に配つから申込まれtcい．←枚5銭，十三
椥組）．
　齪測報告を本會観測部に迭って下さる方には專用星圖を無代で進呈する
　デニング氏が1873－1904年間の観測を材料ミし，総計186個の流星から
算出した所によるミ，此の流星の輻射貼は下の如く移動するミいふ．〔Ob一・
servatory，　No．　360）
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但し果して此の表に示してみる通り移動するか否かに就いては，観測上の
材料が甚だ少ないのであるから，今年の如き好機會に観測者は大に奮起す
べきである．
